
　

　

H 24 ～ H －

評価対象事業名称 新上五島町外国人観光客誘致推進事業

 （対象指標1）

 （対象指標2）

1,000人

101020111

H23.10.31

コード

記入日
事  務  事  業  事  前  評  価  表

平成 年度

 （対象1）

単年度繰返事業

事業期間

作成年度

年度

総合計画の位置付け

課ｺｰﾄﾞ

 （対象2）

外国人観光客

内
訳

 人件費　B

23年度

 政策名称

 施策名称

 基本事業名称

 事務事業名称

にぎわいを創る地域交流の促進

魅せる観光のしまづくり

新たな観光資源の開発とネットワーク化の推進

観光振興事業費

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度以降

100%
宿泊人数÷目標客宿

泊数（1,000人）
平成24年度

21,725千円 平成24年度

2

平成24年度

平成24年度

実績回数÷

計画回数

実績回数÷

計画回数

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

2回

課　名 観光物産課

課長名 中島　紀昌

－

事業種類

117

23

～ 平成平成 24 年度

青山　一信担当者

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 1  款ｺｰﾄﾞ 7

1

 基本事業ｺｰﾄﾞ 10102  目ｺｰﾄﾞ 3

 施策ｺｰﾄﾞ 101  項ｺｰﾄﾞ

140

 関連計画 法令・条例規則等

 事務事業ｺｰﾄﾞ 1010201  細目ｺｰﾄﾞ

 対象：誰、何を対象にしているのか  対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか  成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

2回

・海外からの送客を行った旅行会社もしくはﾂｱｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰに対して、宿泊を伴

うことを条件に、団体旅行造成経費（船賃、航空運賃、バス運賃、宿泊費、

バス借上費など）の一部を助成し、交流人口の拡大を図る。助成要件は、

①海外からの観光客を対象とした団体旅行であること。

②５名以上の団体旅行であること。

③新上五島町内の宿泊施設を利用すること。

④国、県その他の団体から他の同様の助成を受けていないこと。

・助成金額は、新上五島町内の宿泊施設に宿泊した者1名につき、3,000円を

乗じた額とする。

・海外からの積極的な誘致活動を展開することが可能となり、今後の海外交

流人口の拡大及び地域経済の活性化を図ることができる。また、徐々に増え

つつある韓国からの巡礼を目的とした観光客をターゲットにさらなる観光需

要の喚起を促す。

③

外国人観光客

（宿泊数）

町内経済波及効

果

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

単位
全体計画

24年度

活動指標

回 2

回 2 2

成果指標

％ 100 100

千円 21,725 21,725

 総事業費 C（A+B） 千円 4,400 4,400

 直接事業費 A 千円 3,000 3,000

C
の
財
源
内
訳

国補助金 千円

県補助金 千円

起　　債 千円

そ の 他 千円

4,400一般財源 千円 4,400

千円 1,400 1,400

従事職員数 人 0.2 0.2

人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

①
観光商談会

（韓国）

② モニターツアー

③

①

②

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

1

次
評
価

事業の緊急
性・必要性

類似事業との
関連

費用対効果

  当分の間は実施しない

101020111ｺｰﾄﾞ

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

新上五島町のカトリック教会群を巡る外国人観光客は増加の兆しを見せている。世界遺産暫定リストに掲載された２つの教会な

どを含め国の内外からも注目を集めており、特に韓国では国民の３割がキリスト教徒ということもあって本町への観光客が増え

始めた。そこで、新たな観光の柱として「明日の世界遺産に出会う島・上五島」を積極的に国外へもアピールするものである。

類似事業はない。

この事業によって、海外からの積極的な誘致活動を展開し、今後の海外交流人口の拡大及び地域経済の活性化を図る。また、外

国人観光客の中でも徐々に増えつつある韓国からの巡礼を目的とした観光客をターゲットにさらなる観光需要の喚起を促す。

2次評価
本町が観光を主要施策として取り組んでいるが、魅力ある観光地として誘致するのが本来の姿であると考える。今後の課題とし

て、受け入れ体制の整備や島内消費を誘発するような事業展開のあり方を検討し、本事業を実施すること。

 
事
業
採
択
結
果

1次 2次 3次

  

計画どおりに事業を実施する

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

  事業費を減額して事業を実施する

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

● ●

住民等の意見

 次年度以降に計画を見直して実施する

町 の 対 応

   事業内容を見直して事業を実施する

  

評価（CHECK） 


